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【論文の内容の要旨】 
本論文の目的は，価値観と嗜好の関連を明らかにし，それに基づくユーザモデルを作成
および活用することで，ユーザが持つ価値判断に合致した情報推薦システムを実現するこ
とである． 
嗜好や行動に基づいてアイテムを提示する情報推薦システムは，ユーザの意思決定を支
援する技術として広く活用されている．その一方で，従来手法においては新規に利用を開
始したユーザに対して適切な推薦を行えない cold-start 問題が共通の課題として知られて
いる．また，代表的な手法である協調フィルタリングなど，ユーザが付与した評価値を利
用する手法では低評価あるいは高評価のアイテムに対して平均値の影響を受けてしまい，
高い推薦精度が得られないという問題も指摘されている．これらの問題は，従来手法がア
イテムを好むかどうかという表層的な情報のみを用いており，評価や意思決定の背後にあ
るユーザの特性を考慮していないことが原因と考える．そこで本論文では，ユーザの意思
決定と密接に関わる要素として価値観に着目する． 
価値観は心理学やマーケティング，Web インテリジェンスなどの分野で広く活用されて
いる概念であり，人々の嗜好や意思決定に影響を与えるとされている．心理学やマーケテ
ィング分野で主流となっている，アンケートなど明示的な入力を用いて価値観を調査・モ
デリングする従来の手法では，ライフスタイルなどといった嗜好と関連の弱い要素を用い
ているものが多い．そのため，作成したモデルと嗜好の関連を見出すことは困難であり，
その活用方法は個人の経験や勘に頼る面が大きい．一方，Web インテリジェンス分野にお
ける関連手法としては，ユーザのパーソナリティやアイテムの属性に対する効用を用いた
手法が提案されている．しかし，前者においては心理学やマーケティング分野と同様，価
値観と嗜好の関連が希薄という課題が存在する．後者はより嗜好と関連の深い要素である
ものの，効用の判断基準となるのは利用者の経験や勘であったり，膨大な評価情報を必要
とする推論であったりすることからその用途は限定的である． 
本論文では，価値観をアイテムの属性に対する「こだわり」の強さと定義し，それをモ
デリングすることで情報推薦システムにおける上述の問題解決を実現する．従来手法では
アイテムそのもの，もしくはその属性がとる値（映画であれば出演俳優の名前など）に対
する嗜好を用いるが，提案手法ではアイテムの属性が総合評価に与える影響度をモデリン
グする．ユーザが強いこだわりを持つ属性ほど，その属性に対する評価は安定してユーザ
の意思決定に影響するため，それ以外の属性よりも少数の評価情報からモデリング可能で
あることが期待できる．加えて，低評価あるいは高評価のアイテムはユーザのこだわりが
評価に強く反映されていると考えられるため，提案手法により効果的な推薦が期待できる． 
本論文の学術的貢献は以下に示す 3点である．本論文は 5章からなり，(1)から(3)はそれ
ぞれ 2章から 4章に対応する．1章では序論を，5章では結論として本論文で論じた内容を
総括的にまとめる． 
(1) 情報推薦システムへの活用という観点から嗜好と価値観の関連を明らかにする 
(2) レビューを対象として書き手・読み手の立場から価値観に基づくモデル作成手法を確立
する 
(3) 価値観に基づくユーザモデルを適用した情報推薦システムを構築する 
(1)に関して，様々な分野で活用されている価値観の位置付け，および嗜好との関連を調
査した結果について本論文の 2 章で述べる．価値観は多様な分野で広く活用されている概
念であり，人々の嗜好や意思決定に影響を与えるとされている．本章では各分野において
研究されてきた価値観に関する関連研究をまとめ，嗜好との関連性という観点から分類す
る．加えて，価値観マップと呼ぶ手法を提案し，これを用いて嗜好と価値観の関連をアン
ケートにより調査する．その結果を踏まえ，価値観の情報推薦システムへの適用可能性に
ついて考察する． 
(2)に関しては，ユーザの意思決定における価値観が属性に対する「こだわり」の強さと
して現れるという観点から，レビューを活用して価値観をモデリングする手法について 3
章で述べる．モデリングの対象として，アイテムに対する評価をレビューとして投稿する
「書き手」と，そのレビューを閲覧する「読み手」，それぞれの立場からモデルを作成する．
書き手の立場からは投稿したレビューを，読み手の立場からはレビューの閲覧履歴を用い
てユーザモデルを作成し，それが情報推薦システムに有効な特性を備えていることを示す．
読み手について作成したユーザモデルにおいては，価値観に合致する有用なレビューを発
見することを目的とし，有用なレビューとそうでないレビューを機械学習により分類する
手法も提案する．実験結果より，レビューの有用性を評価するにあたり類似した価値観を
持つユーザは類似した有用性判断基準を持っていることを示す． 
(3)に関しては，価値観に基づくユーザモデルを情報推薦システムの代表的な手法である，
内容ベースフィルタリングおよび協調フィルタリングに適用した結果について 4 章で述べ
る．こだわりの強い属性はより少ない評価情報から特定可能という，提案ユーザモデルの
利点を内容ベースフィルタリングに活用することで，新規ユーザに対して効果的な推薦が
行えないという cold-start問題が改善されることを示す．また，協調フィルタリングへの活
用においては，こだわりのある属性が類似する近傍ユーザの計算に提案手法を利用するこ
とで，高評価あるいは低評価のアイテムに対する推薦精度が向上することを示す． 
本論文で得られた成果により，ユーザの嗜好と関連の深い価値観のモデル化およびその
活用が可能となり，従来の情報推薦システムにおける問題の解決，およびユーザの価値判
断に適合した意思決定の支援が実現可能である． 
【学位論文審査の要旨】 
 利用者の嗜好や行動に基づいてアイテムを提示する情報推薦システムは、ユーザの意
思決定を支援する技術として広く活用されている。一方、従来の推薦システムについて
いくつかの課題が指摘されており、その解決に向けて様々な手法が研究されている。本
論文では、新規に利用を開始したユーザなどに対して適切な推薦を行えない cold-start
問題、および一部の人気アイテムや平均的評価のアイテムによる影響で、低評価あるい
は高評価のアイテムに対して高い推薦精度が得られない問題を対象課題としている。こ
れらの課題を解決することで、推薦システムの適用可能範囲が拡大することが期待され
ている。本論文では、従来手法の問題点は、アイテムを好むかどうかという表層的な情
報のみを用いており、評価や意思決定の背後にあるユーザの特性を考慮していない点に
あると指摘し、その解決策として、ユーザの意思決定と密接に関わる要素として価値観
の利用に着目している。価値観やパーソナリティといった、意思決定の背後にある個人
の特性は以前からマーケティング分野などで研究されており、情報推薦システムへの応
用も検討されてきたが、ユーザの嗜好との関連性が直接的ではなく、また工学的なモデ
ル化手法も確立されていない。本論文では、価値観をアイテムの属性に対する「こだわ
り」の強さと定義し、これをモデリングする手法、および構築したモデルを情報推薦シ
ステムで利用する手法を提案し、評価実験によりその有効性を評価している。 
 本論文で得られた成果を以下に示す。  
(1) 情報推薦システムへの活用という観点から嗜好と価値観の関連を明らかにした。
パーソナリティや多属性効用理論など、価値観に関する関連研究を調査し、嗜好との関
連性の観点から分類し、考察を行った。また、嗜好と価値観の関係を調査するために価
値観マップと呼ぶ手法を提案し、価値観の情報推薦システムへの適用可能性を示した。 
(2) ユーザの意思決定における価値観が属性に対する「こだわり」の強さとして現れ
るという観点から、レビューを活用して価値観をモデリングする手法を提案した。提案
手法を用いて実際のレビューから投稿者および閲覧者のユーザモデルを構築し、情報推
薦システムに有効な特性を備えていることを示した。また、価値観に基づくレビューの
有用性モデリング手法も提案し、評価実験で有効性を示した。 
(3) 代表的な情報推薦手法である内容ベースフィルタリングと協調フィルタリングそ
れぞれについて、提案するユーザモデルを導入する手法を提案した。外部リソースを対
象とした情報推薦システムでは、アイテム・ユーザ双方に関する情報が不足する
cold-start 問題が生じることを指摘し、こだわりの強い属性はより少ない評価情報から
特定可能という、提案ユーザモデルの利点を活用することで有効な推薦が行えることを
ユーザ実験により示した。協調フィルタリングについては、近傍ユーザの計算に提案す
るユーザモデルを利用することで、高評価あるいは低評価アイテムに対する推薦精度が
改善されることを示した。 
 以上のように、本論文では、意思決定の背後にある価値観を工学的にモデル化して情
報推薦システムに活用する手法を提案し、評価実験により有効性を評価している。得ら
れた成果は、多様な応用領域を持つ情報推薦あるいは情報フィルタリングの適用範囲を
さらに拡大するものであり、この分野の発展へ大いに寄与することが期待されるため、
工学的に重要な意義があると考えられる。よって、本論文は博士（工学）の学位を授与
するに十分な価値があるものと認められる。 
 
（最終試験又は試験の結果） 
本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い、学内外の
教員による質疑応答を行った。また、論文審査委員により本論文及び関連分野に関する
試問を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、専門科目についても十分な学力
があるものと認め、合格と判定した。 
 
 
